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日本教育エ学会第２１回全国大会

携帯電話とＰＣを用いた

共同利用可能な大学情報流通システム
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独立行政法人メディア教育開発センター研究開発部
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くあらまし＞独立行政法人メディア教育開発センターでは，大学への教育支

援という観点から，携帯電話を用いた情報流通システムK-taiCampusを開発した．

本システムは，誰もがアクセスできる公開情報と大学内，学部内，学科内，講義内

にアクセス制限する学内情報の作成と閲覧，さらに前記範囲におけるメール配信

が可能であり，授業や大学の運営支援に役立てることができる本稿では，構築シ

ステムK-taiCampusの特徴と，試験運用，今後の予定について述べる．

キーワード：携帯電話，コミュニケーション，高等教育支援，授業支

援，ネットワーク，システム開発

限する学内情報の作成と閲覧，さらに前記範囲に

おけるメール配信が可能であり，(1)ＮｍｍがＡＳＰ

(△pplicationService2rovideOとなりシステムを運
営・管理することで大学にサービス提供を行う，

(2)開発したシステムをプラットフォームとして

オープンソース化して提供し，大学がカスタマイ

ズして必要とするシステム構築が行えることを特

徴とする．図１にシステムの概念図を示す．

携帯電話は画面が小さく，限られたボタンによ

り操作を行うため，表示される文字が小さく，入

力も困難である．その一方で，Push的な情報受信

1．はじめに

情報化社会の進展により，情報端末の普及はと

どまることを知らず，特に携帯電話のようなモバ

イル端末の普及率は若年層を中心に高くなってい

る(総務省2005)．コンピュータ上ではメールやチ
ャットが教育ツールとして広く使われている(水

越2002〕携帯電話では，電子メールを用いてPush

的な情報伝達が可能であり，また，携帯サイトに

よる掲示板的な利用も可能である．この機能は，

授業や大学の運営支援に役立てることができる．

そこで,独立行政法人メディア教育開発センター

(以下，ＮｍｌＥと表記)では，ＩＴを活用した大学の教
育支援という観点から，携帯電話を用いた教師と

学習者間の情報流通システムK-taiCampusを開発

し,サービス提供が可能な状態にした.本稿では，

構築システムK-taiCa1npusの特徴と，試験運用，今

後の課題について述べる．

、ＭＥサーバ

国

蔓1鑿!、
システム俸璽者

(各大学、NIH皿）

罎騨鵬
便

２．K-taiCampusシステムの特徴

本システムは，誰もがアクセスできる公開情報

と大学内，学部内，学科内，講義内にアクセス制

情報発循

メール送憎

システムの概念図図１
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表１：K-taiCampusの機能 る．

半期の授業終了後の学生のアンケートからは，

携帯サイトにて授業で連絡した内容の再WlE認が行

える，メールで連絡がもらえて安心など，本シス

テムを介した授業でのコミュニケーションにおお

むね好意的な回答が得られた．一方，携帯電話で

の授業資料のコンテンツ配信は通信コストや操作

のやりにくさを理由に受け入れられていないと言

うことも分かった．このことより，Webサイト，

携帯サイト，紙メディアの特徴を考慮し，うまく

使い分けを行うことが重要であることが分かった．

利用者

擬能テンプレート_股学生教職員瞥理者
大学案内

イベント情報

公開i騨座情報

受験情報

交通アクセス

その他

｡

○○⑩･◎
鱗粉（携鞠緊急時TCD

携物
(Ｏは閲覧のみ、◎は発信閲覧が
可能なことを示す〕

掲示板

(公開情報）

講義1W報

呼び出し

学生牛活案内

iiiC1Mi案内

進学案内
資格案内

イベント情報
その他

｡

×蝿鵜；２，
携櫛

(○は閲覧のみ、◎は発信閲覧が
可能なことを示す）

掲示板

(学内情報）

学内一斉案内

メール配信講義連絡

質問

○
○
×

×
×
×

ｏ
ｘ
ｘ

×
×
△

４．今後の予定

本格的なサービス提供に向け，システム利用の

ルール化等の準備を行っている．また，使い勝手

の良いシステムへの改善に向け，今年度は教員が

メール連絡を行う相手を自由に編集できるメーリ

ングリスト作成機能や，マルチメディアデータへ

の対応として，全端末対応の画像配信機能，アン

ケート作成・収集システムの構築への検討を進め

ている．

本システムはASPサービスであり，システム自

体の運用･管理はNmlEが行い,大学等は利用する

際に登録データをNmIEの管理者に送信する.登録

により各大学の携帯サイトが作成される．今後，

サービス提供を行いつつ，利用者の意見を取り入

れながらシステムを改善し，使いやすいシステム

にしていく予定である．

学内一斉案内

メール受信講義連絡

質問

○
○
△

×
×
×

×
×
△

×
×
×

（△は機能の利用を教師が選択できることを表す）

や緊急情報の発信が行える．システム設計では，

ＰＣと携帯電話の特徴と操作方法について比較考

察を行い，携帯電話とコンピュータの用途による

使い分けを前提とした容易な操作インタフェース

の設計を行った．

K-taiCampusの発信情報は,表１に示す独自のテ

ンプレートで分類され，システムは情報の登録時

に，登録したユーザ情報から閲覧制御を自動設定

し，閲覧許可ユーザに対して情報を表示する．本

テンプレートの作成では，Web上に公開されてい

る白書やシラバス，大学のホームページで配信さ

れている大学情報を参考にした．情報をテンプレ

ート化することで，複数の大学の情報との互換性

が高まり，例えば他大学との就職情報や資格情報

の共有や情報提供を狙えると考えている．

システムの開発では，多数のユーザに利用して

もらうために，携帯電話のキャリアや機種に幅広

く対応することを優先条件とした．マルチメディ

アデータは携帯電話のキャリアごとに形式が異な

ることから，我々は今後のシステムの発展性を考

慮しつつ，まずはテキストによる情報発信システ

ムとした．

５．おわりに

本稿では,Ｎｍｍで開発を行い，サービス提供が

可能になった携帯電話による情報提供システム

K-taiCampuSの開発について述べた.現在,本シス

テムの利用者の募集を行っている．利用単位は講

義単位，学科，学部単位でも構わない．

利用希望および問い合わせ先：k-tai＠nimeacjp
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